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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第155期

前第２四半期
連結累計期間

第156期
当第２四半期
連結累計期間

第155期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 百万円 151,541 122,398 296,705

経常利益 〃 11,300 1,666 11,879

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益又は　　

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
〃 7,519 △1,514 12,142

四半期包括利益又は包括利益 〃 3,916 △5,319 6,721

純資産額 〃 94,410 95,613 102,692

総資産額 〃 325,029 318,721 329,115

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は　　　　　

１株当たり四半期純損失金額（△）
円 36.39 △7.34 58.76

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額 〃 － － －

自己資本比率 ％ 28.5 27.3 28.7

営業活動によるキャッシュ・フロー 百万円 11,043 △3,227 15,096

投資活動によるキャッシュ・フロー 〃 △360 △5,444 △8,334

財務活動によるキャッシュ・フロー 〃 △13,556 4,819 △6,645

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 〃 37,179 33,449 38,914

 

回次
第155期

前第２四半期
連結会計期間

第156期
当第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成27年
７月１日
至平成27年
９月30日

自平成28年
７月１日
至平成28年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
円 18.33 △1.20

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４．当社は、第156期第２四半期連結会計期間より株式給付信託（ＢＢＴ）を設定しており、株主資本において

自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純損失金額の算定上、期中

平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第2四半期連結累計期間（平成28年4月1日～9月30日）における世界経済は、米国では個人消費は底堅く推移し

ているものの大手百貨店の店舗閉鎖などが発表され、環境の変化が続いています。欧州では新興国向けの輸出回復

が景気を下支えしていますが、消費者マインドは低下傾向にあると見られています。中国でも景気は減速傾向にあ

り、個人消費も拡大ペースが鈍化する見込みです。わが国の経済は、所得水準の上昇などにより個人の購買力は改

善するものの、天候不順や循環的要因などにより個人消費は伸び悩み、また、円高の影響やインバウンド需要の変

調、外需の低迷など環境の悪化から、総じて足踏みの状態が続いています。

 

当社の当第2四半期連結累計期間の連結売上高は、前年同期より291億円減少し、1,223億円（前年同期比19.2％

減）となりました。事業別では、円高による影響などのためウオッチ事業、電子デバイス事業で前年同期より売上

が減少した一方、システムソリューション事業の売上は前年同期より増加いたしました。連結全体で国内売上高は

641億円（同10.5％減）、海外売上高は582億円（同27.1％減）となり、海外売上高割合は47.6％となりました。利

益面では、営業利益は前年同期を82億円下回る31億円（同72.4％減）に留まりました。さらに為替差損の計上など

により営業外収支が悪化したことから、経常利益は16億円（同85.3％減）となりました。事業再編費用4億円を特

別損失に計上し、また、法人税等は前年同期と同水準となったことから、法人税等および非支配株主に帰属する四

半期純利益控除後の親会社株主に帰属する四半期純損失は15億円（前年同期は75億円の親会社株主に帰属する四半

期純利益）となっております。

 

各セグメントの業績は次のとおりです。

 

①ウオッチ事業

ウオッチ事業の当第2四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比205億円減少の646億円（前年同期比24.1％

減）となりました。国内では、インバウンド需要の変調のほか、高級品を中心として個人消費が伸び悩んだこと

により売上を落としました。海外では、ドイツ、オーストラリアを中心とした多くの市場で、現地通貨ベースで

売上を伸ばしましたが、円高の影響のほか、米国市場での立ち直りの遅れなどにより売上高は減少いたしまし

た。ウオッチムーブメントの外販は、取扱商品の縮小の影響のほか、米国・中国の時計市場の低迷から悪化いた

しました。

利益につきましては、売上高の減少により営業利益は前年同期比60億円減少の36億円（同62.5％減）となりま

した。

 

②電子デバイス事業

電子デバイス事業は売上高404億円（前年同期比19.5％減）、営業利益12億円（同50.8％減）となりました。半

導体が車載向けやスマートフォン向け製品等を中心に数量ベースでは堅調に推移したものの、円高の影響により

大きく売上を落としたほか、他の分野でも幅広く円高の影響を受けております。

 

③システムソリューション事業

システムソリューション事業は売上高96億円（前年同期比10.8％増）、営業利益5億円（前年同期は22百万円の

営業損失）となりました。決済端末などのデータサービス事業やホームセキュリティ向けのモバイルソリュー

ション事業などが好調に推移しました。

 

④その他

その他の売上高は126億円（前年同期比7.1％減）となりました。その他に含まれる事業では、インバウンド需

要の変調により和光事業で売上が落ちましたが、クロック事業では円高の影響により海外向けが減少したものの

国内向け売上は順調に増加しました。営業損失は2億円（前年同期は1億円の営業利益）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の期末残高は334億円となり、前年度末と比べて54億円の

減少となりました。

これは、主として以下の要因によるものです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が12億円となり、減価償却費52億円、売上

債権の減少28億円および仕入債務の増加27億円などを加えた一方、たな卸資産の増加75億円、未払金の減少47億

円および特別退職金の支払額28億円などを控除した結果、32億円のマイナスとなりました（前年同期は110億円の

プラス）。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却13億円などの収入に対して有形固定資産の取得60

億円などの支出により、54億円のマイナスとなりました（前年同期は3億円のマイナス）。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、長短借入金の返済および借入れなどにより48億円のプラスとなりまし

た（前年同期は135億円のマイナス）。

 

（３）研究開発活動

当第2四半期連結累計期間における当社連結全体の研究開発活動の金額は18億円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 746,000,000

計 746,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 207,021,309 207,021,309
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は1,000

株であります。

計 207,021,309 207,021,309 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式
総数増減数

（千株）

発行済株式
総数残高

（千株）

資本金増減額

（百万円）

資本金残高

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 207,021 － 10,000 － 2,378
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

三光起業株式会社 東京都中央区銀座5-6-1 23,677 11.4

服部　悦子 　〃　港区 18,069 8.7

服部 真二  〃　渋谷区 11,396 5.5

第一生命保険株式会社  〃　千代田区有楽町1-13-1 9,000 4.3

服部　秀生  〃　品川区 8,104 3.9

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
 〃　港区浜松町2-11-3 7,910 3.8

服部　洪尚  〃 世田谷区 3,426 1.7

株式会社不二ビルディング  〃　中央区日本橋室町1-13-9 3,357 1.6

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
 〃　中央区晴海1-8-11 3,357 1.6

MSCO CUSTOMER SECURITIES

（常任代理人　モルガン・スタンレー

MUFG証券株式会社）

1585 BROADWAY NEW YORK, NEW YORK

10036, U.S.A.

（東京都千代田区大手町1-9-7）

2,558 1.2

計 － 90,856 43.9

　　（注）第一生命保険株式会社は、平成28年10月１日付で会社分割により持株会社へ移行し、商号を第一生命ホー

ルディングス株式会社に変更しております。なお、同社は保有する全ての当社株式を同社の完全子会社で

ある第一生命保険株式会社に承継しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      540,000 － 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式  205,909,000 205,909 　－

単元未満株式 普通株式      572,309 －
一単元（1,000株）未満の

株式

発行済株式総数 207,021,309 － －

総株主の議決権 － 205,909 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式540,000株（議決権540

個）および(株)証券保管振替機構名義の株式2,000株（議決権2個）が含まれております。

２．「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式436株、(株)オハラ所有の相互保有株式307株、林精器製造(株)

所有の相互保有株式102株および(株)証券保管振替機構名義の株式385株が含まれております。

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

セイコーホールディングス

株式会社

東京都中央区銀座

4-5-11
283,000 － 283,000 0.1

株式会社オハラ
神奈川県相模原市

中央区小山1-15-30
256,000 － 256,000 0.1

林精器製造株式会社
福島県須賀川市

森宿字向日向45
1,000 － 1,000 0.0

計 － 540,000 － 540,000 0.3

（注）株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式540,000株は、上記自己株式等に含めておりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 39,131 33,637

受取手形及び売掛金 41,623 36,125

たな卸資産 ※３ 65,196 ※３ 70,160

未収入金 3,753 2,265

繰延税金資産 4,966 4,371

その他 6,466 6,503

貸倒引当金 △1,488 △1,329

流動資産合計 159,649 151,735

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 70,424 69,983

機械装置及び運搬具 80,454 79,465

工具、器具及び備品 30,654 30,272

その他 2,983 2,904

減価償却累計額 △140,016 △138,437

土地 48,674 48,173

建設仮勘定 1,758 744

有形固定資産合計 94,934 93,106

無形固定資産   

のれん 7,663 7,377

その他 8,262 8,696

無形固定資産合計 15,925 16,073

投資その他の資産   

投資有価証券 ※４ 42,407 ※４ 42,806

繰延税金資産 8,966 8,249

その他 7,432 6,930

貸倒引当金 △199 △181

投資その他の資産合計 58,606 57,806

固定資産合計 169,466 166,986

資産合計 329,115 318,721
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 24,267 25,097

電子記録債務 7,766 7,213

短期借入金 39,565 40,670

1年内返済予定の長期借入金 35,342 39,720

未払金 15,442 9,531

未払法人税等 1,851 1,242

繰延税金負債 19 19

賞与引当金 4,054 4,171

その他の引当金 766 586

資産除去債務 16 -

その他 10,696 10,699

流動負債合計 139,789 138,953

固定負債   

長期借入金 49,811 50,561

繰延税金負債 9,232 9,982

再評価に係る繰延税金負債 3,614 3,614

その他の引当金 605 541

退職給付に係る負債 17,011 13,260

資産除去債務 459 649

その他 5,898 5,543

固定負債合計 86,633 84,154

負債合計 226,423 223,108

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 7,246 7,245

利益剰余金 57,323 54,233

自己株式 △158 △328

株主資本合計 74,411 71,150

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 10,719 11,500

繰延ヘッジ損益 △28 △311

土地再評価差額金 8,190 8,190

為替換算調整勘定 1,647 △3,534

退職給付に係る調整累計額 △417 64

その他の包括利益累計額合計 20,110 15,909

非支配株主持分 8,170 8,554

純資産合計 102,692 95,613

負債純資産合計 329,115 318,721
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 151,541 122,398

売上原価 95,510 76,683

売上総利益 56,031 45,715

販売費及び一般管理費 ※１ 44,700 ※１ 42,591

営業利益 11,330 3,123

営業外収益   

受取利息 97 68

受取配当金 490 369

その他 1,137 919

営業外収益合計 1,725 1,357

営業外費用   

支払利息 1,095 919

為替差損 62 1,158

その他 597 736

営業外費用合計 1,755 2,814

経常利益 11,300 1,666

特別損失   

事業再編費用 - 403

事業構造改善費用 1,536 -

特別損失合計 1,536 403

税金等調整前四半期純利益 9,763 1,262

法人税等 2,155 2,305

四半期純利益又は四半期純損失（△） 7,608 △1,042

非支配株主に帰属する四半期純利益 89 471

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
7,519 △1,514
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 7,608 △1,042

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,625 943

繰延ヘッジ損益 36 △282

土地再評価差額金 4 -

為替換算調整勘定 △963 △4,641

退職給付に係る調整額 29 467

持分法適用会社に対する持分相当額 826 △763

その他の包括利益合計 △3,692 △4,276

四半期包括利益 3,916 △5,319

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,892 △5,716

非支配株主に係る四半期包括利益 23 396
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 9,763 1,262

減価償却費 4,894 5,250

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △111 △31

貸倒引当金の増減額（△は減少） 209 △9

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △453 △24

受取利息及び受取配当金 △587 △438

支払利息 1,095 919

為替差損益（△は益） 62 322

持分法による投資損益（△は益） △197 172

固定資産除却損 44 50

売上債権の増減額（△は増加） 891 2,830

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,857 △7,556

仕入債務の増減額（△は減少） 6,916 2,782

未払金の増減額（△は減少） △3,000 △4,749

その他 2,264 759

小計 13,934 1,540

利息及び配当金の受取額 587 438

持分法適用会社からの配当金の受取額 14 13

利息の支払額 △1,114 △897

特別退職金の支払額 △377 △2,816

法人税等の支払額 △2,000 △1,504

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,043 △3,227

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △6,489 △6,072

有形固定資産の売却による収入 5,219 1,358

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 100 15

貸付けによる支出 △337 △191

貸付金の回収による収入 456 245

その他 691 △799

投資活動によるキャッシュ・フロー △360 △5,444

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 212,725 205,961

短期借入金の返済による支出 △207,025 △204,264

長期借入れによる収入 15 21,100

長期借入金の返済による支出 △16,581 △15,906

配当金の支払額 △1,550 △1,550

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△338 －

その他 △801 △521

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,556 4,819

現金及び現金同等物に係る換算差額 △273 △1,612

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,146 △5,465

現金及び現金同等物の期首残高 40,279 38,914

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の

増加額
45 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 37,179 ※１ 33,449

 

EDINET提出書類

セイコーホールディングス株式会社(E02280)

四半期報告書

14/21



【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表及びセグメント情報に与える影響は軽微で

あります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（業務執行取締役に対する株式給付信託（ＢＢＴ））

当社は、平成28年６月29日開催の第155回定時株主総会の決議に基づき、平成28年８月26日より、当社の業務

執行取締役（非業務執行取締役および社外取締役を含みません。）に対して、中長期的な業績の向上と企業価

値の増大に貢献する意識を高めることを目的とし、新たな業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ

（＝Board Benefit Trust））」（以下、「本制度」といいます。）を導入しております。

（1）取引の概要

本制度は、予め当社が定めた役員株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の業務執行取締役に対

して、当社株式を給付する仕組みです。

当社は、業務執行取締役に対し当該事業年度における役位および中長期業績指標の達成度等に応じてポイン

トを付与し、業務執行取締役退任時に確定したポイントに応じた当社株式を給付します。ただし、役員株式給

付規程に定める要件を満たす場合には、ポイントの一定割合について、当社株式の給付に代えて、当社株式の

時価相当の金銭を給付します。業務執行取締役に対し給付する株式については、予め信託設定した金銭により

将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。

（2）信託に残存する自社の株式

当第２四半期連結会計期間における本制度の導入に伴い、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）

が当社株式540,000株を取得しております。

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随する費用の金額を除く。）により、純資産の部に

自己株式として計上しております。当第２四半期連結会計期間末における当該自己株式の帳簿価額および株式

数は、170百万円および540,000株であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

下記の従業員の金融機関からの借入金に対して保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

従業員（住宅資金） 41百万円 31百万円

 

２．受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

受取手形割引高 609百万円 650百万円

 

※３．たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

商品及び製品 42,081百万円 46,883百万円

仕掛品 13,315百万円 13,634百万円

原材料及び貯蔵品 9,799百万円 9,643百万円

 

※４．貸株に提供している投資有価証券は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

投資有価証券 169百万円 404百万円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１. 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
　　至　平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
　　至　平成28年９月30日）

貸倒引当金繰入額 258百万円 31百万円

労務費 17,464百万円 16,433百万円

賞与引当金繰入額 2,331百万円 2,017百万円

退職給付費用 701百万円 682百万円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

 現金及び預金勘定 37,339百万円 33,637百万円

 預入期間が３か月を超える定期預金 △160百万円 △188百万円

 現金及び現金同等物 37,179百万円 33,449百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 　　1,550 　　7.50 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月10日

取締役会
普通株式 　　1,033 　　5.00 平成27年９月30日 平成27年12月10日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 　　1,550 　　7.50 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月８日

取締役会
普通株式 　　1,550 　　7.50 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金

（注）平成28年11月８日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式

に対する配当金４百万円が含まれております。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
（注2）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注3）

 
ウオッチ
事業

電子デバ
イス事業

システムソ
リューショ
ン事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 84,599 47,206 8,545 140,351 11,190 151,541 － 151,541

セグメント間の内部
売上高又は振替高

679 2,984 127 3,791 2,426 6,217 △6,217 －

計 85,278 50,191 8,673 144,143 13,616 157,759 △6,217 151,541

セグメント利益又は損

失（△）
9,660 2,479 △22 12,117 181 12,299 △968 11,330

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クロック事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額△968百万円には、のれんの償却額△283百万円、セグメント間取引消去等244百

万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△929百万円が含まれております。全社費用の主なも

のは、親会社（持株会社）に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
(注1)

合計
調整額
（注2）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注3）

 
ウオッチ
事業

電子デバ
イス事業

システムソ
リューショ
ン事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 64,106 38,437 9,471 112,016 10,382 122,398 － 122,398

セグメント間の内部
売上高又は振替高

587 1,972 134 2,694 2,268 4,962 △4,962 －

計 64,694 40,409 9,606 114,710 12,651 127,361 △4,962 122,398

セグメント利益又は損

失（△）
3,626 1,218 551 5,397 △249 5,148 △2,024 3,123

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クロック事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額△2,024百万円には、のれんの償却額△283百万円、セグメント間取引消去等82

百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,823百万円が含まれております。全社費用の主

なものは、親会社（持株会社）に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
36円39銭 △7円34銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）

7,519 △1,514

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（百万円）

7,519 △1,514

普通株式の期中平均株式数（千株） 206,641 206,498

（注）１．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益

金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含め

ております。

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平

均株式数は、当第２四半期連結累計期間は135千株であります。なお、前第２四半期連結累計期間は該当

事項はありません。

２．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、前第２四半期連結累計

期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

 

（重要な後発事象）

 　　　 該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　　平成28年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額 1,550百万円

（2）１株当たりの金額 7円50銭

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成28年12月５日

（注）１．平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

　　　２．平成28年11月８日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式に

対する配当金４百万円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月11日

セイコーホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 小尾　淳一　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 西野　聡人　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 髙木　　修　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセイコーホール

ディングス株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年

７月１日から平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セイコーホールディングス株式会社及び連結子会社の平成28年９月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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